







COURSE IN MODERN JAPANESE』に「You are advised not to omit any particles while
































































































































（ ガ／ *φ　）います。 （合）
（８）〔頼みごとをするために、地図を広げ場所を説明している。〕































































なあ、これ　（ φ／ *ハ／ *ガ／　）、わかる？ （ケ）
（16）〔弁護士探しをしている村長と役場職員だったが、上手く引き受けてもらえず落
胆している。今日はもうあきらめようということになって、村長が言う。〕
どっか、いいホテル（ φ／ *ハ／ *ヲ　）知ってる？ （合）
（17）〔旅行先で、シャワーを浴びようと思ったが石鹸を持ってくるのを忘れてしまっ
た。友人の部屋をノックしながら言う。〕
柴田　せっけん（ φ／ *ハ／ *ヲ　）持ってねーか （継）
（18）〔コーヒーをいれながら友人に尋ねる。〕




ねえ、ニコちゃんストアー、行ったこと（ φ／ *ハ／ *ガ　）ある？ （合）
（20）〔図書館司書が親しい利用者に声を掛ける。〕






















ビール（ φ／ *ハ／ *ヲ　）、もう一杯。 （合）
（22）〔車でファミリーレストラン来た。しかし、店を出ると雨が降っていた。それを
見て恋人に言う。〕
鍵（ φ／ *ハ／ *ヲ　）貸して。 （ビ）
（23）〔既に一泊しているホテルのフロントでマネージャーが客に言う。〕
















私（ φ／ *ハ／ *ガ　）、よくやるんですよ。 （合）
（25a）【酔っ払ってトイレから出られなくなった男が独り言で言う。】





















あんた（ φ／ *ハ／ *ガ　）、偉いね。 （合）
（28）〔ニュース番組のキャスターを下ろされ、新キャスターになって初回が高視聴率
だった。テレビ局の廊下で、視聴率を褒められた元キャスターが言う。〕












（29a）あっ、この時計（ φ／ *ハ／ *ガ　）止まってる。 （甲斐　1991）



























これ（ φ／ *ハ／ *ガ　）、こわれてるんですよ。 （ケ）
（32）[靴屋の前を通りかかり、ショーウィンドーを見て、一緒にいた友人に言う。]






















これ（ φ／?ハ／ *ガ　）、あの子が今いるところの住所。 （ビ）
（35）〔贈り物でもらった松坂牛のステーキセットを同僚に差し出しながら言う。〕












･･････この、タオル（ φ／ *ハ／ *ガ　）、なんか臭い。 （ビ）
（38）〔知り合いの作ってくれた手料理を食べて言う。〕





































杏子さん（ φ／ *ハ／ *ガ　）、いますか？ （ビ）
（42）〔夜、小売店のガラス戸が叩かれ、戸を開けると、知り合いの客が言う。〕














お電話（ φ／ *ハ／ *ヲ　）ありがとう。 （伝）注 8
（44）〔魚料理店で、店員が料理を出しながら言う。〕
焼き魚（ φ／ *ハ／ *ヲ　）、お待ちどおさまでした。 （ヤ）
（45）〔引越しをしたばかりの友人と電話で話をしていた。電話を切る前に言う。〕
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注 6 〔 〕には、例文の現れたシナリオの場面を記している。これは、助詞によって変化する文のニ
ュアンスの違いを問題にするには、場面の解説が必要になると判断したためである
注 7 助詞のない部分はφの記号で示し、「*」は不適当、「?」は文法判断が揺れるものである
注 8 テレビドラマのシナリオからは、適当な例文が見つからなかったため、以下の日本語教育教材用
ビデオのシナリオから例文を探した。
国立国語研究所　（1991）『伝えあうことば　1シナリオ集』国立国語研究所
国際交流基金（1984）『ヤンさんと日本の人々　別冊シナリオ』国際交流基金
出典記号　（伝）＝『伝えあうことば』 （ヤ）＝『ヤンさんと日本の人々』
注 9 「無助詞」に関する活字論文は少ないため、参考文献には学会発表要旨も含める。
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無助詞文の分類と段階性
